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`TheDarkGod'とい う用語 が ロ レンスの小説 に初 め て出て くるのは,






`TheDarkGod'を日本 語で訳 す場 合,こ れ まで は 「暗 い神」 と訳 され
て きて い る。 しか し私 は 「黒 い神」 と訳 す。 この訳 が本論 の主題 に相応
しいか らであ る。
「黒 い神」 とは どん な神 で あるのか。 これ は,ロ レンスが1923年に出
版 され た小説 『カ ンガ ルー』の 中で書 きあ らわ して い る用 語で あ るが,









が進んでいない,と いうよりも重視 されていない。G.ハブは 「黒い神」
は 「曖昧な概念」3)と,K.セイガーは 「血なま ぐさい神々」を喚起する
「危険な思想」であると述べている4)。この思想は,ロ レンスの中期か ら
後期にかけての長編小説 『カンガルー』や1926年出版の 『羽鱗の蛇』に




根底に横 たわっているのは明瞭であるが,語 句的な表面か らはそれは影




私 は,ロレンスの第1作 の長編小説か らこの思想が表われていると思う。
本論では1911年に出版された 『白孔雀』(TheWhitePeacock)における
「黒い神」の思想の萌芽を考察 し,ロレンスの 「黒い神」を中心 とした思
想の重要性を辿ることが目的である。
「黒い神」の特徴 を大きくまとめると,① キリス ト教批判思想であり,
それゆえ異教的要素が入ってお り,② 「黒 い男」が発展 した思想であ
り,③ 「支配する女性」に対 して 「男性の リー ド」を唱道 しているとい
う3点 が挙げられる。『白孔雀』においてこの3点 が どのように表われて
いるのかを論ずる前に,「黒い神」とい う用語が表れている『カンガルー』,
更 にその思想が濃密な 『羽鱗の蛇』をまず考察 し,この2作 品に照 らし
合わせて 『白孔雀』に表れている 「黒い神」を考察 したい。
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1『 カ ンガル ー 』 に表 れ て いる`TheDarkGod'
前述 したように,`TheDarkGod'(「黒い神」)とい う言葉がロレンスの
小説 に初めて登場す るのは後期の小説 『カンガル_,に おいてである。
主人公サマーズはオース トラリアのパースで,堕 落 した現代人を救お
うとす る2種類のグループと関わる。不気味かっ魅惑的なブッシュと万
華鏡のように美 しい海を背景に して,サ マーズは,2種 類のグループの
それぞれの代表者であるカンガルーというニックネームの主人公及びス
トラザーズ と思想の闘争を繰 り広げる。ロレンスが この小説で戦ってい
るのは,カ ンガルーに代表 され る思想つまりキリス ト教の愛の思想 と,
ス トラザーズに代表される社会主義の思想である。 ロレンスの代弁者で
あるサマーズは最終的にどち らにも与 しない。特にカンガルーの 「愛の
思想」 との戦 いは凄絶である。それほどロレンスはキリス ト教に疑問を
抱 き苦 しんできたのである。サマーズはロレンスの代弁者 と思われ,彼
がカンガルーの 「愛の思想」に対抗 するもの として持ち出すのが 「黒い
神」である。それはキ リス ト教の精神的な神ではな くて男根的官能的神
であり,姿 の見えない神,声 を聞 くことが出来ない神である。`dark'の
意味 の一つは姿が見えない とい う意味であ り,別 の意味は白人社会の
`TheWhiteGod'に対 してオース トラリア というイギ リスの対 しょ点に存
在する神 として,「白」の価値観に対 して 「黒」の価値観を持つ神 という
意味であり,またもう一一つの意味はオース トラリアの原住民の肌の黒 さ
を意味するもの としての 「黒」の神である。それゆえ 「暗い神」 と訳す 壬
ノへ
よ りも 「黒 い神 」 と訳 す方 が適切で あ る と思 われ る。 次の引用 はサマー ○















またサ マーズ は 「黒 い神 」 は 「恐怖 の神」 で ある ことを強調 して いる。
それ は北欧雷 人 の トール,ギ リシア・ローマ神話 のゼ ウス,ヴ ィー ナス,
バ ッカス,セ ム族 のモ ロク,太 陽神 バ ール等全ての神 を含 む と言 う。 こ
れ らの 「黒 い神 」 の特 徴 に は,C.ポ ル ニ ッツが指 摘 して い る よ うに,
ニー チェ との 関連 が見 られ る7)。ロ レンス はニーチ ェの著作 に若 い頃か
ら親 しんでい て,『 ツア ラ トス トラはか く語 りき』,『神 々の たそが れ』,




呼ぶ。され ど,われはなん じらに言いたい。 なん じらの隣人の愛
とは,な ん じら自身に対する,な んじらの悪 しき愛である,と9)。
同胞 よ,な ん じの背後に来るこの幽霊 は,な んじより美 しいではな
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いか。 なん じいかなれ ば,こ の幽霊 になん じの肉 と骨 とを与え よ うと
は しな いのだ?な ん じは恐怖 す る。 恐怖 して 隣人へ と奔 る童o)。
そ してロレンスもニーチェもキリス ト教の 「隣人愛」を批判 している。
ニーチェが 『悲劇の誕生』で論 じた 「アポロ神」と 「ディオニソス(バ ッ
カス)神1の 対立で言えば,ア ポロは理性を表すのに対 して,デ ィオニ
ソスは本能の爆発を意味 し,「黒い神」はディオニ ソス的混沌の性質を有
す るものである。それはキリス ト教的秩序 と理性の神に対立す るものな
のである。次の引用は 『この人を見よ』か らの引用で,「ツアラトス トラ
はか く語った」の章からのものである。「彼」とはツアラ トス トラである。
彼が語れば必ずやそこに矛盾どう着がある。すべての精神の中で最
も肯定的なこの精神。 この精神の中ではすべての対立が新 しい一つの
肯定へ と結ばれている。人間本性の最高,最 深 の力,最 も甘美にして
最 も軽軽 しかも最 も恐るべきものがたった一っの泉から不死の確実
性をもって湧 き出て来 る。
だが,こ れこそディオニソスの概念そのもので はないか。
そうだ,ツ アラ トス トラは一個の舞踏者 なのだm
また,ロ レンスはこの 「黒い神」を しばしば動物 と関連づけている。
蛇 ・馬 ・鳥が繰 り返 しこの 「黒い神」 と関連づ けられているが,そ の場
合,動 物は人間が憧れる強さと生命力を持つ もので あり,人間に虐げら
れる存在ではない。上述 したように,「黒い神」は理性 を覆すものなの





そして 「黒い神」は人間の 「内部 に存在する神」であ り,人間の絶対
的自我を掲げる者であ り,ゆえにキリス ト教の教義 と対立する。人間の
内部の自我の重視 とい うことは,人 間の孤独の重視 にもつなが り,これ
は 「シングルネス」(singleness)という言葉でロレンスが 『恋する女達」
以来重視 してきた思想である。
サマーズはカンガルーの愛の教えを振 り切 り,ス トラザーズの人間集
団的思想にも与せず,最 後にはオース トラリアを去 つてアメ リカへ向か
うのである。
1[『羽 鱗 の 蛇 』 に表 れ て いる`TheDarkGod'
?
?
次に 『羽鱗の蛇』における 「黒い神」について考察 しようと思 う。『カ
ンガルー』の次 にメキシコで書かれた 『羽鱗の蛇』では,「ケツアルコア
トル」信仰 とい う,古代メキシコ人が信仰 していた宗教の復活が主題で




ず,投 げや りで怠慢 にほかならない,と 彼女の目に映る。新大統領は労
働党出身で,経 済的に国民を救おうとしている。 このような時 ラモン
とシプリアー ノの二人の軍人が,モ ンテス大統領の政策では人間の魂を
救えないと考え,ま たキリス ト教は終わってしまった宗教で これも人間
の魂を救済す ることは不可能 と考えて,「ケツアルコア トル」信仰を起 こ
そ うとしている。 これにケイ'トは巻 き込まれ る。ラモンはインディアン
の血 を引いているし,シ プリアーノは完全なインディアンである。二人
とも小柄で浅黒 い,或 は黒い姿が強調 されている。この二人は最終的に
「生きているケツアルコア トル1とそれに仕える 「生きているウイチロポ
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チ トリ」 と自らを呼ぶようになる。二人の黒さは,ロ レンスが以前の作





のである。① に属する人物 としては,『白孔雀』のジ ョージとアナブル,
『太陽』の農夫,『王女様』のロメロ,『チャタレー卿夫人の恋人』のメ
ラーズがいる。②には 『てんとう虫』のディオニス伯爵や 『アーロンの
杖』のリリィや 『セント・モア』のルイスや 『羽鱗 の蛇』のラモンやシ
プリアーノがいる。 これ らの登場人物は既成の価値観を覆して新たな価
値観を打ち立てようと苦闘 している。特に 「本性」を忘れて苦 しんでい
る女性を救いたいと思っている。ここに 「支配する女性」つまり白い女
性を黒い男性が救 うというロレンスの思想の構図がある。「黒い男」は更
に発展 して 「黒い神」に達 している。
ラモンとシプリアーノの二人は,自 分達を 「黒い神」の化身であると
考えている。そして 『カンガルー』では形が見えなかった 「黒い神」は
『羽鱗の蛇』では鳥 と蛇が合体 した 「ケツアルコア トル」という姿を取っ
ているのである。『カンガルー』においては,主人公 サマーズはキ リス ト
教 と社会主義の二っの思想 と格闘 したが,『羽鱗の蛇』においてもこの二
つが 「ケツアルコア トル」 と対立 している。 しかし主 としてキリス ト教
との対立が描かれている。それはラモンの妻である熱烈なキリス ト教徒
の ドニヤ ・カルロータとラモンの戦い,ま たケイ トとラモン或はシプリ
アーノの思想的葛藤 として描かれている。『カンガルー』では女性対男性
の戦 いは中心ではなかった。しか し 『羽鱗の蛇』においては戦 う両性 は,
女性 はキリス ト教的思想の持ち主 として,男 性は異教的存在 として登場





ここで 「ケツアルコア トル」宗教の特徴を述べてみ よう。キリス ト教
が一道の宗教,っ まり空を目指す ものであるのに反 して,鳥 と蛇が合体
したケツアルコア トルを信仰する宗教 は二道,つ まり地中(男の性的力)
と大空(女 の精神性)の 両方を目指す宗教である。 「鳥」 は天空 を飛翔
し,上昇す る存在である。一方 「蛇」 は大地を這った り或は地中に潜っ
た りして下へ向かう存在であ り,ケツアルコア トルは両者を均衡させ よ
うとしている。 これは矛盾の統合である。ニーチェの言 うディオニソス
的な思想 と関連 していると言えよう。
ツアラ トス トラ己が心にか く語った時,あ たかも正午の太陽は頭上
に懸かっていた。ふ と彼 は認 る眼差 しを中点に向けた。 高 くに,
鋭 い鳥の叫びを耳に したからである。 見 よ!一 羽の鷲が大いな
る円を描いて翔っていた。 この鷲に一匹の蛇が纏っていた。 しか も,
この蛇は頚の獲物のごとくではなかった。む しろ,彼 の女の友のごと
くであった。蛇は鷲の頭 に絡まって,身 を支 えていた12)。
?
?
ここで鷲 と蛇は相反す るもの として,し か しながら調和を保つもの とし
て描写 されている。その描写は二道を信奉するケッアルコア トル信仰に
似ている。二道 についてはロレンスはエ ッセイ 「王冠」で彼の思想を体
系化 して述べている。闇の始源の永遠(ラ イオ ンに例 えられている)と
光 という未来 の永遠(ユ ニコーンに例えられている)の二つの存在は相




は精神主義(キ リス ト教義)を 破壊するものであると述べている13)。ロ
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素を払拭することは不可能なのである。ロレンスが キリス ト教の一道 に
反対する所以である。
彼がキリス ト教に対抗する神 として強調 している神がパン神である。
「王冠」にもパ ン神への言及があるし,『白孔雀』の 「悪意あるパン神」
と述べ られているアナブルや 『チャタレー卿夫人の恋人』のメラーズが
パ ン神 と関連づけられていることから分かるように,ロ レンスは最初か
ら最後の作品にまで,パ ン神に言及 しこだわっている。なぜならパ ン神
はディオニソス と密接な関連があるからである。パ ンは牧羊神であ り上
半身は人間で下半身は山羊でありひげを生や して毛深 く角を生やしてい
る。彼 は飽 くなき性欲を持っている。パンは 「すべて」 という意味であ
り,生命エネルギー 「全体」,神の 「すべて」,さらに生命の 「すべて」
を示 している。パンからパニックという言葉が生 まれたが,こ の感情は







ところがある船乗 りが 「偉大なるパ ン神 は死んだ」 と叫んだ。 これは
新 プラ トン派では異教の神々の死を海鳴 りが予告 したものと考える。一
方フランスの社会思想では,彼 の死は性的解放から社会秩序への変化を
表 しているが,生 命力を失って しまうので,パ ンが消えると人々は絶望
してしまうことになる16)。





ソスはバ ッカス とも呼ばれるが,こ れは 「理性 を失ったもの」 という意
味である。彼 は雄牛 と山羊 と蛇に変身すると言われている且9)。蛇は,キ
リス ト教で神 の敵であるサタンが蛇に化身 してイヴを誘惑 したため,大
抵の場合悪の存在 として忌み嫌われていることからも分かるが,異 教的
な存在である。しか しロレンスは蛇に対 して憧憬 を抱いている。「蛇」と
いう有名な詩では,作 者は蛇を,追放 されたが また再 び王冠を抱 くべき
存在であり,自分が受けた教育が蛇を一瞬嫌悪 した と言 うとき,「教育」
とはキリス ト教の規律を表 していると考えられ る。彼 は 「教育」のせい
で蛇を嫌悪 した 自分を恥 じている。そして蛇が偉大な存在 として蘇った
作品が 『羽鱗の蛇」 という作品なのである。
ワインとの関連からはディオニソスはとりわけ薬にもなれば恐ろしい
麻薬にもなる酒の二面性を象徴 している。理性 を忘れた時の状態 として
踊 りがある。 ロレンスの作品では中心 となる登場人物たちが この狂乱的
踊 りを踊 るという場面が少なからずある。













を していてケイ トはびっくりする。ラモンはパン神 を思わせ る山羊 ひげ
を生や してお り,その黒さは蛇の黒さのようであると表現されている。
シプ リアーノもパン神 と関連づけられている。彼 も山羊ひげを生や し,
神魔の顔を している永遠の牧神 と表現されている。次の引用は,シ プリ














コニーに繋が る女性に変貌 してい く過程が描かれている。ロレンスが特
に 『恋する女たち』で批判 しているグッドルーンやハーマイオニーなど
の意志に凝 り固 まった固い女か らの変貌である。キリス ト教 と明白に対










「明 けの明星」は夜 と昼の接点に出現す る星であり,夜と昼の一瞬の均衡
を示すものであ る。それはまたバッカスやパン神 との繋が りを言及され
ている。 この ように 『羽鱗の蛇』では 「白い女」ケイ トが 「黒い男」に
感化されてい く過程が描かれている。
五 m『 白孔 雀 』 に見 られ る`TheDarkGod'の萌芽
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このアナ ブルの意見 は精 神的 な 「愛 」 によって 人間 を教化 しよ うとす
るキ リス ト教的思 想 に対 立す るものであ る。異教 で は動物 崇拝 をす る。
また,後 にネザ ー ミアの森 を出て い くシ リル とジ ョー ジ につ いて,シ リ
ル は 自分達 を 「若木 が折 られ るよ うな気 がす る」 と述 べ て いる。 「木」の
信 仰 も異教 的で あ る。 それは森や 田園 の神 で あるギ リシア ・ローマ神話
のパ ン神 やデ ィオニ ソス神 と関連 してい る。 アナブル は`Hestoodinthe
rimoflight,darkly:afine,powerfulform,loomingaboveus.Hedidnotmove,
butlikesomemaliciousPan'26)と描かれ,そ の黒 さは光 と対 立 しここに異
教 的 な 「黒 い神」 の要素 が表 れて いる。
アナ ブル は レデイ ・ク リスタベル と恋 を して結 婚 した が,彼 女 はだ ん
だ ん精神 的 になって彼 を苦 しめ二人 の結婚生活 は破 綻 す る。 この時以来
彼 は女性 に嫌 悪感 をい だ くように なる。 シ リル とジ ョー ジが教会 の廃嘘





は虚栄 に満 ちて いて,国 中 を駄 目にす る と言 うが,そ の時題名 の 『白孔
雀』 の意 味が 明 らかにな る。 それ は女性 の象徴 なの であ る。 ここで 「黒
い男」 と 「白い女 」の対立が表 れ,そ れ は異教 的 な男 とキ リス ト教 的 な
女の対立 と考 え られ る。ア ナブルの異教性 は"One'smoreamanhereinth
'wood
,though,thaninmylady'sparlour,itstrikesme."28)とい う言葉 や,シ
リルの アナ ブル評 「思った よ り立派 な奴 だ と思 う」,「魂 がない」が 「浅
黒 い いん うつ な顔」 を した 「偉大 な活 力 と生 命力」 を持 った男,と い う
言葉 に も表 れ て いる。
そ して ロ レ ンスが表現 しよ うとす る意図 はア ナブルが死 んでジ ョージ
に よって表 現 され る ことにな る。
② ジ ョージ
次 に主 人公 ジ ョー ジ とアナ ブルの共通点 について考察す る。先ず ジ ョー
ジ も 「黒 い男」 で あるこ とが,"Whataprettyarm,brownasanoverbaked
loaf."29)とレテ イが 評 す る腕 を して いて,"Yourarmstemptmetotouch
them.Theyaresuchafinebrowncolour,andtheylookedsohard."30)とい う
彼 女 の言葉 な どか ら分か り,外 観 的 に異教 的存在 で ある ことが分 か る。
性 質 と しては,麦 刈 りををす る姿 は"Youarepicturesque","Quitefitforan
Idy1L"31)とい う彼 につ いての意見や,夕 飯 の ときに は腹一 杯食 べ,ぶ ど
う酒 をた くさん飲 む というよ うな表 現 にデ ィオ ニソス的特徴 が あ り,そ
二 れ はまた結婚 後 は居 酒屋 を経営 す る,と い う点か らも伺 える。 また,形四















ジ ョージもアナブル と同じように,女性によって破滅へ向か う男であ
る。彼 を破滅へ と誘 う女性はレテイであり,彼女は語 り手シリルの妹で
ある。「白孔雀」とはまさに彼女のことである。キリス ト教では異端 とし
て迫害を受 けた 「魔女」 という存在があるが,レ テイは 「黒い男」を迫
害 している 「白い魔女」の存在である。ロレンスは否定的存在 としての




て女性的魅力に溢れた レテイはジョージをこの眠 りか ら無理矢理 目覚め
させようとするが,彼 はその結果破滅 していく。『白孔雀』の森はそのま
まの存在で存続することをロレンスは認めていない。眠 りか ら覚めるこ









ところが レテイは無理矢理ジ ョージを覚醒させる。小説 の冒頭からこ
の点がはっき りとしている。レテイに抵抗できないジョージはただ破滅
への道を一直線 に辿 るのみで,『白孔雀』はジ ョージの破滅の物語,つ ま
り 「黒い男」が 「白い女」に敗北する物語 なのである。 しか し人物像 と
してのレテイは魅力的な女性であ り,イギ リスで女性観が変化 しつある
時代に彼女自身 も新 しい思想を学びながらも,完 全に新 しい女性になれ
ないで苦悶する様が伺える。
ジョージを破滅 させる点について考察 してみよう。彼女 は彼の肉体的
美 しさと心の純朴 さのゆえに彼 に心を引かれている。 しかし彼が教養が
ない農夫 とい う点でか らかいいじめる。彼 は 「牛」「豚」などと軽蔑 され









うが,彼 女は,炭 坑経営者であって社会的に地位が高 く教養 も豊かで見
た目もまあまあの レズリを選ぶ。 しか しレズリは結婚後に幸せになった
かと言えば必ず しもそうではな く,自分に自信が持てな くなってしまう。
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したことを表現 していると思われ る。彼女が本当に求 めていた男性 は











一・方,ジ ョージはい とこで居酒屋の娘メグと結婚 する。メグは始めは
女性的な美 しさの権化 として描かれていて,ジョージも幸せであったが,
だんだん彼女 も夫を支配するようにな り,彼は束縛感を感 じて不幸にな
る。彼の不幸は今度は家族に不幸を与えるという悪循環がはじまり,彼
は最後には馬仲買の商売に失敗 し,酒浸 りになり,重 いアルコール中毒







姉であるエ ミリーである。彼女は3部 から成っている小説の第2部 まで
は,シ リルを慕 う女性であり,小学校の教員を勤めている。シリルはこ
の小説の語 り手であ り教養豊かで知識が豊富な大学生なので,エ ミリー
は彼の学識 に引かれていると思われる。 というのも彼女は弟ジョージを
野蛮な農夫 として軽蔑 しきっているか らである。彼女はレテイ と同じよ
うに精神性が人間にとって非常に重要であると考 える女性なのである。







また,森 に しかけられているウサギ等を取 る罠にはまって しまった飼










シ リル はジ ョー ジの美 しさ,特 に肉体的美 しさに引かれ,彼 の長所 に
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D.H.ロ レ ンス の 初 期 長 編 小 説 に お け る`TheDarkGod'の思 想 につ いて(1)
しばしば言及する。またレテイも彼の肉体的,感 情的美 しさに引かれて
いる。一方でエ ミリーには彼が弟 という近い位置 にいるため彼の欠点ば
か りが目に付 くのである。 しか しレテイ とエミリーには,教養がない男
性を軽蔑する共通点があり,それはアナブルに対 して二人とも本能的に












しい貴婦人であったが,結 婚 してから精神的にな り,彼 を支配するよう
になったので彼 は彼女から逃げて家を出て しまったのである。
結婚 したレテイも夫に対 して支配的になり,エ ミリー も第3部 では教
養がある農夫 トムと結婚 し主婦になる。彼女 も夫に対 しては支配する存
在 として描かれている。また,ジ ョージが結婚 したい とこのメグは最初
は彼 にとって最高の女性 と思われたのだが,だ んだん彼を支配す るよう







いて,エ ミリーが勝利 したことが明白に書かれている。っ まり支配する
女性,教養 を重視するキリス ト教的精神を持った 「白い女」が 「黒い男」



















ルはジョージ とアナブルを同一視 しているのだが,ア ナブルが敗北 した
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ジョージは肉体が醜 くなるとき心も感情 も醜 くなる。他人を傲慢に批
判 し,自分 自身をほめるのだ。二十代の時美青年で純真であった彼を,
十年後には醜い肉体 と醜い心を持った駄 目な人間に していったのは何で
あったのか。作者 は,彼 が滅びてい く過程の描写を読者が納得い くまで
十分に書 き切っているとは言えない。 しか し,彼がシリルに語る苦 しみ
には,妻 のメグによって支配 されていることと,日曜 日に教会へ行かな
ければならないことであることが述べ られている。 ロレンスの時代にお
いて教養がある中産階級は,キ リス ト教の精神を大事にする人々 と関連
している。そしてロレンスにとっては,キ リス ト教的精神性を備えた人
間は女性 と関連 している。ゆえに,ジ ョージは 「キ リス ト教的な支配す
る女性」によって滅ぼされたと言えるであろう。
「支配する女性」としてロレンスがたびたび言及する女性像にオスカー・





女である。男は彼女から逃れ られないのである。 レテイもレデイ ・クリ
スタベルもエ ミリーもメグも 「支配する白い女性」である。 ロレンスは
『白孔雀』という題名に 「支配する女性」を凝縮 していると言えよう。『羽
鱗の蛇』では,二 道 を司るケツアルコア トルは 「夜 を翔 る虹色の孔雀」
とも表現 されていて,「白孔雀」が代表するキリス ト教的一道を排斥 して
いる。二道を司る孔雀は色鮮やかである。しかし 『白孔雀』においては,
まだ 「黒い神」であるパン神的強い男性は,ジ ョージとアナブルにその
萌芽が表れているのみで,完 全な存在 としては登場 していない。しか し
作者はその再生の願いをジョージとアナブルに込めていることが分かる。
かくして 「黒 い神」にロレンスが込めている思想 は 「女性をリー ド出来,
そして社会をもリー ド出来 る強い男性の復活」ということだ と言えよう。
そしてロレンスは,こ のような強い男性像が異教的世界に存在 した,と
捉えていたのである。
以上論 じて きたように,『白孔雀』においては序で提起 した 「黒い神」
の3つ の特徴,①キリス ト教批判思想であり,それゆえ異教的要素が入っ
ており,② 「黒い男」が発展 した思想であ り,③ 「支配す る女性」に対
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